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１． 課題提起

徳島　アベノミクスによる円安・株高によって、

日本経済はこの２年間、息を吹き返したように思

う。一方で、成長戦略のための第三の矢において、

成長資金の供給が喫緊の課題であることは明白

だ。14年６月24日に公表された「経済財政運営

と改革の基本方針2014」においても、「民間資金

の活用、中長期の安定した投資の促進により成長

資金の供給を強化する。公的・準公的資金の運用

等の高度化を図る。」と明示された。同時に2014

年版として改訂された「日本再興戦略－未来への

挑戦－」が公表され、13年の有識者会議報告等

で述べられた公的・準公的資金の運用等の見直し

の方向性を維持し、「長期的な健全性の確保に留

意しつつ、必要な施策を迅速かつ着実に実施すべ

く所要の対応を行う」としている。この中では、

成長資金の供給源として、GPIFに代表される公

的資金によるインフラ投資やPE投資への拡大が

見込まれている。一方、企業年金に目を転じてみ
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